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日本のメディア産業、ポップカルチャーの礎を築き
時にお上に目を付けられても面白さを追求し続けた人物
“蔦重”こと蔦屋重三郎の波乱万丈の生涯。
笑いと涙と謎に満ちた“痛快”エンターテインメントドラマ！

［総合］日曜 午後8：00／（再放送）翌週土曜 午後1：05
※放送から1週間見逃し配信
［BS］日曜 午後6：00
［BSP4K］日曜 午後0：15／（再放送）日曜 午後6：00
【主演】横浜流星（蔦屋重三郎役）
【作】森下佳子

葛飾北斎《諸国名橋奇覧 ゑちぜんふくゐの橋》
天保4～5（1833～34）年 福井県立美術館蔵

（令和7年 4月発行）
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浮世絵黄金期

化政文化

【浮世絵は庶民の情報メディア】
　現代では芸術作品という印象が強いかもしれませんが、この時代の
浮世絵はいわば「情報メディア」として、庶民の雑誌としての役割を果
たしていました。
　江戸時代後期には巡礼や観光を目的とした旅行が庶民の間で
大流行。各地の観光名所や風景を描いた名所絵は、旅気分を味わ
えるメディアとして人気を博しました。軽くてかさばらない浮世絵は江戸
土産としても好まれ、さらに地方の人 の々目にも触れるようになりました。

【当時の越前和紙の役割】
　越前では早くから紙の生産が行われ、越前の五箇地区は奉書紙
（公文書用紙）などの産地として知られていました。江戸時代には「越
前の奉書は日本第一」と高く評価され、公文書として重宝されました。

また、当時発刊された葛飾北斎
の『諸国名橋奇覧』には全国の
伝説的な橋の中から半石半木で
知られた九十九橋が登場します。
川岸には紙を干し板で乾かして
いる様子が描かれており、越前和
紙が福井を象徴する名産品で
あったことが分かります。

【越前和紙の新たな活用～新版画～】
　明治から昭和期に浮世絵の近代
化と再興を目的に制作された新版画。
江戸時代の浮世絵に比べ摺りの回
数を増やしたことによる緻密さや臨場
感が特長で、その芸術性によって海外
からも高い評価を集めました。このほと
んどの新版画に使われているのが越
前和紙です。そこには日本の原風景や
日本らしさを感じさせる花鳥が描かれ、
福井の風景が描かれた作品も。越前
和紙は発色の良さとその丈夫さが認
められ、様 な々需要に応じた作家たち
の創作を支えました。

受け継がれる越前和紙
～浮世絵がつないだ江戸のこころ～

川瀬巴水《旅みやげ第一集 若狭久出の濱》
大正９年(1920)　渡邊木版美術画舗蔵

梅堂国政　「東京開花名景競永代はし」

　「版元」とは今でいう出版社のこと。版元は、世間が何を求
めるのか動向を探り、何が売れるのかを見極め、誰に依頼す
るかなども決めるプロデューサーでもあり、木版画がメディアの主
流であった江戸時代に出版を担いました。
　版元の代表的な人物と言えば、大河ドラマ「べらぼう～蔦
重栄華乃夢噺～」主人公の蔦重こと蔦屋重三郎を連想す
る人が多いと思いますが、江戸で躍動したのは蔦重一人で
はありません。激動の幕末に入るころ、ふくいゆかりの人物が
頭角を現します。それが、越前和紙の産地である五箇地区
出身の「辻文」こと辻岡文助です。江戸に出た辻文は、幕末
から明治にかけて大活躍し、後発ながら当時を代表する版
元になったと伝えられています。
　辻文が上京の際に成功を願掛けしたという地蔵が、現在
の越前市岩本町に残っています。それが「出世地蔵」と呼ば
れていることからも、辻文の江戸での成功ぶりがうかがえます。

ふくいゆかりの
版元「辻文」

幕末の江戸で大活躍！

1669 寛文の大火（福井城天守焼失）

1687 生類憐みの令
1688 柳沢吉保が側用人になる

1703 赤穂浪士の討ち入り（赤穂事件）
1709 新井白石による「正徳の治」

1716 享保の改革

1721 目安箱の設置

1732 享保の飢饉
1735 青木昆陽がサツマイモの
栽培法を記した「蕃藷考」を著す

1755 宝暦の飢饉

1776 平賀源内がエレキテルを復元

1772 明和の大火（吉原遊郭が焼失）
1774 杉田玄白が「解体新書」を出版

1787 寛政の改革

1831 葛飾北斎「富嶽三十六景」
1833 歌川広重「東海道五十三次」
1838 松平春嶽、越前福井藩主となる
1841 天保の改革

1853 ペリー来航

1639 鎖国の完成（ポルトガル船の来航禁止
1641 オランダ商館を出島に移す
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【近松門左衛門も認めた三国湊】
三国湊の遊女は江戸の吉原と並ぶほど格式が高く、近松門左衛門が書いた
歌舞伎狂言「傾城仏の原」の舞台にもなっています。

【加賀千代女との交流】
「哥川」は28歳の時に金沢に行き、「朝顔やつるべとられてもらい水」の句が有
名な俳人・加賀千代女らと句会を開いて親交を結びました。その後も交流は
続き、59歳の時には、与謝蕪村が「玉藻集」を出す際に、千代女の執筆に協力
して序文を寄せています。

2 港町三国
江戸から明治にかけて北前船交易
で隆盛を極めた港町。当時は、豪商
や船主、文人墨客が足を運ぶ料亭
が立ち並んでいました。今でも三国
湊周辺には豪商の邸宅など歴史的
建造物が残り、情緒あるレトロな町
並みを眺めながら散策が楽しめま
す。

【万司の絵馬は旅の土産としても大人気】
万司が描いた絵馬は洒落っ気があって面白いものでした。旅の土産としても
大人気で、越前国（福井県）だけでなく、加賀国（石川県）や越中国（富山県）な
ど北陸一帯に広まりました。

【辞世の句から感じる初代万司の思い】
三国町の称名寺には、初代万司の辞世の句碑があります。その「自分たちは大
した存在ではないけれども、一日だけの花の朝顔が咲き乱れるように、束の間
でも大いに楽しもう」という歌意からは、工房を「夢楽洞」と名付けた万司の思
いが感じられます。

3 福井県立歴史博物館
県立歴史博物館が、県内に残る約
4000枚の絵馬を調査したことを
きっかけに、夢楽洞万司の存在が明
らかになりました。館内には「夢楽
洞」の絵馬が常設展示されています。
■福井市大宮2-19-15
TEL.0776-22-4675

美しい仏像、まつりなど、若狭ならではの歴史や民俗文化をわか
りやすく紹介しています。２０１４年に一新された常設展示は見
応え十分で、「若狭への海の道」というコーナーでは、「ターヘル・
アナトミア」や「解体新書」などの資料を多数展示。江戸時代に学
問推奨による人材育成に努め、若狭の発展に貢献した小浜藩の
功績を知ることができます。
■小浜市遠敷2-104　TEL.0770-56-0525

【近松門左衛門と竹本義太夫】
近松は竹本義太夫とともに、豪快で劇的な語りが特徴の「義太夫節」を確立
し、後に三人遣いの人形操法で人気を博しました。

【作風は感動的な人間ドラマ】
近松の作品は、社会的制約の中で生きる登場人物たちの人間的な葛藤や心
情を細やかに描いた世話物が有名。人間の心のやさしさや愛情、憎しみや悲
しみなどが感動的に描かれています。

1 鯖江市まなべの館
近松が育った鯖江市にある、芸術・
歴史・文化が学べる総合博物館。2
階には「近松の部屋」があり、1階の
展示ホールでは、企画展に加えてさ
まざまなイベントを実施しています。
■鯖江市長泉寺町1-9-20
TEL.0778-53-2257
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に
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の
で
す
。

玄
白
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
。

平
賀
源
内
の
発
明
に
も
貢
献

杉
田
玄
白
は
江
戸
の
小
浜
藩
邸
か
ら
、日
本
橋
に
あ
っ

た
診
療
所
や
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
築
地
の
中
津
藩
邸
に

通
い
ま
し
た
。ま
た
、後
に
小
浜
藩
邸
近
く
の
旗
本
屋
敷

を
借
り
受
け
て
私
塾「
天
真
楼
」を
開
講
し
、多
く
の
門

弟
を
育
て
ま
し
た
。玄
白
の
拠
点
で
あ
っ
た
小
浜
藩
邸

は
、日
本
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽

三
十
六
景
」に
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。当
時
、小

浜
藩
邸
は
隅
田
川
に
架
か
る
新
大
橋
の
す
ぐ
西
側
に
あ

り
ま
し
た
。こ
の
辺
り
は
墨
田
川
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
通
称「
ミ
ツ
マ
タ
」と
呼
ば
れ
た
人
気
の
景
勝
地

で
、北
斎
の
画
題
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

杉
田 

玄
白

杉
田
玄
白
は
、代
々
医
者
の
家
系
に
生
ま
れ
、父
は
江
戸
の
小
浜
藩
邸

で
藩
医
を
務
め
て
い
ま
し
た
。父
が
小
浜
藩
詰
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
小
浜
に
移
り
、約
5
年
間
を
過
ご
し
ま
す
。そ
の
後
、父
と
江
戸

に
出
た
玄
白
は
、外
科
の
医
術
を
学
ん
で
医
者
に
な
り
ま
し
た
。

玄
白
は
、前
野
良
沢
、中
川
淳
庵
ら
と
小
塚
原
の
刑
場
で
死
刑
と

な
っ
た
遺
体
の
解
剖
に
立
ち
合
い
、オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
解
剖
学
書

「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」の
正
確
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
す
。そ
し
て
、

当
時
大
変
な
困
難
を
伴
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
に
挑
み
、１
７
７

４（
安
永
３
）年
、つ
い
に「
解
体
新
書
」が
完
成
。日
本
の
医
学
が
大

き
く
前
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。蘭
学
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、

オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
技
術
が
進
み
、医
学
以
外
の
学
問
も
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
解
体
新
書
」の
解
剖
図
を
描
い
た
画
家
・
小
田
野
直
武
を
紹

介
し
た
の
が
、エ
レ
キ
テ
ル
の
発
明
で
知
ら
れ
る
平
賀
源
内
で
す
。後

に
源
内
が
獄
死
し
た
際
、玄
白
ら
の
手
で
台
東
区
の
総
泉
寺
に
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
。墓
の
横
に
建
つ
碑
文
に
は
、源
内
の
非
凡
な
才
能
を
称

え
、そ
の
非
業
の
死
を
悼
む
玄
白
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

江戸時代、
小浜藩が輩出した
学問の偉人たちの
功績を学べる

葛飾北斎
「冨嶽三十六景」に描かれた
玄白の拠点・小浜藩邸

SPOTゆかりの地を訪ねるSPOT江戸時代にワープSPOT

ふ
く
い
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

小浜藩邸

絵馬工房再現ジオラマ

葛飾北斎《冨嶽三十六景 深川万年橋下》東京富士美術館蔵
「東京富士美術館収蔵品データベース」収録

1
7
3
3（
享
保
18
）年
〜

　
　
　
1
8
1
7（
文
化
14
）年

1
7
3
9（
元
文
4
）年
〜

　
　
　
1
7
8
6（
天
明
6
）年

4 福井県立
　若狭歴史博物館

と
よ
だ
や

か
せ
ん

か
か
ん
ぷ

ち
か
ま
つ

も
ん
ざ
え
も
ん

む
ら
く
ど
う

ま
ん
し

鯖江鯖江

美浜美浜

小浜小浜

敦
賀
敦
賀

福井福井

武生武生

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

■ 

■ 3

2 芦原温泉芦原温泉

■ 1

■ 

鯖江市まなべの館

福井県立若狭歴史博物館

三国湊

福井県立歴史博物館
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〝
す
っ
ご
い
〟


